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JR連合結成30年を
   次代への起点に据え
       JR産業の持続的成長と
組合員・家族の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

榛
葉
会
長
は
２
０
２
２
年

11
月
15
日
、
参
議
院
外
交
防

衛
委
員
会
に
お
い
て
質
疑
に
立

ち
、
国
土
交
通
省
が
開
催
し
た

「
今
後
の
鉄
道
物
流
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、

防
衛
省
が
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
鉄
道
貨
物
輸
送
の
必
要
性
を

主
張
し
た
こ
と
に
触
れ
、
あ
ら

た
め
て
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
函
館
線
「
函
館
〜
長
万
部
」

間
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌

延
伸
後
に
経
営
分
離
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
決
定
し

て
お
ら
ず
、
情
勢
か
ら
す
る
と

鉄
路
と
し
て
の
維
持
は
難
し
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
説

明
し
、
併
せ
て
北
海
道
と
本
州

を
結
ぶ
鉄
道
貨
物
輸
送
が
遮
断

さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
を
指
摘

し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
場
合
、
安
全
保

障
を
阻
害
す
る
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
現
在
、
国
、
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
四
者
が

協
議
中
だ
が
、
何
と
か
国
が
主

導
し
て
線
路
を
残
す
べ
き
。

貨
物
輸
送
を
可
能
に
す
る
べ

き
だ
」
と
、
国
が
主
導
す
る

対
し
、
豊
田
俊
郎
国
土
交
通
副

大
臣
が
答
弁
に
立
ち
、
函
館
線

の
同
区
間
に
つ
い
て
「
現
時
点

で
何
か
結
論
が
出
て
い
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識
を
し
て
い

る
。
地
元
で
の
議
論
を
見
守
っ

て
ま
い
り
た
い
」
と
現
状
に
つ

い
て
説
明
。
そ
の
う
え
で
、

「
札
幌
延
伸
後
の
北
海
道
と
本

州
の
間
の
物
流
を
着
実
に
確
保

し
て
い
く
観
点
か
ら
、
北
海
道

庁
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
、Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
も
参
加
を
要
請
し
て
、

ま
ず
は
実
務
者
レ
ベ
ル
で
論
点

整
理
の
た
め
の
意
見
交
換
会
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と

本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
物
流
網

の
重
要
性
に
関
す
る
認
識
を
示

し
た
。

　

榛
葉
会
長
は
こ
の
答
弁
を
踏

ま
え
、
あ
ら
た
め
て
「
先
ほ
ど

地
元
の
協
議
を
見
守
っ
て
い
く

と
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
駄
目
だ
」
と
指
摘
の
う
え
、

「
防
衛
、
安
全
保
障
、
そ
の
他

の
公
共
性
を
踏
ま
え
た
鉄
道
政

策
、
こ
れ
を
国
交
省
に
は
是
非

念
頭
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
主
張
し
、
質
疑
を
締

め
括
っ
た
。

３産別の会長が、それぞれ産業の窮状を訴えた

榛葉参議院議員［外交防衛委員会］

竹詰参議院議員［総務委員会］

 

地
方
創
生
の
観
点
か
ら

      

地
域
公
共
交
通
の
重
要
性
を
指
摘

 

防
衛
政
策
の
観
点
か
ら

   

函
館
〜
長
万
部
間
の
鉄
路
維
持
を
主
張

　
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の
榛
葉
賀
津
也
会
長
と「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
所
属
の
竹
詰
仁
参
議
院
議
員
は
、
昨
秋
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
質
疑
に
立

ち
、
交
通
政
策
に
関
す
る
的
確
な
指
摘
を
行
い
、
関
係
閣
僚
等
か
ら
重
要
な
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　

１
月
23
日
か
ら
の
今
次
通
常
国
会
で
は
地
域
公
共
交
通
政
策
の
関
連
法
案
が
審
議
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
こ
う
し
た
議
論
経
過
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
の
政
策
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
力
強
く

展
開
し
て
い
く
。

令和５年度税制改正の概要（ＪＲに関連する項目を抜粋）
・ＤＸ投資促進税制の見直し・延長【法人税等：～令和
６年度末】

　 ※認定要件にデジタル人材の育成・確保を追加

・ローカル鉄道の再構築を実現するための特例措置の拡
充・延長【固定資産税・都市計画税：～令和６年度末】

　※再構築協議会（仮称）を通じ合意が得られた鉄道事業再構築事
　業を対象に加え、鉄道輸送の持続可能性・利便性・生産性の向
　上を図るための補助等を受け取得した償却資産等の課税標準を
　軽減

・低炭素化等に資する旅客用新規鉄道車両に係る特例措置
の延長【固定資産税：～令和６年度末】

・海運・鉄道・航空に係る地球温暖化対策税の還付措置の
延長【地球温暖化対策のための税：～令和７年度末】

・鉄道駅等のバリアフリー施設に係る特例措置の延長【固
定資産税・都市計画税：～令和６年度末】

・鉄道の耐震対策に係る特例措置の見直し・延長【固定資
産税：～令和６年度末】

　

竹
詰
議
員
は
２
０
２
２
年

11
月
24
日
、
参
議
院
総
務
委

員
会
に
お
い
て
質
疑
に
立
ち
、

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
地
域
公

共
交
通
の
重
要
性
を
指
摘
し
、

そ
の
維
持
に
向
け
た
国
の
主
導

を
求
め
た
。

　

竹
詰
議
員
は
ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
の

赤
字
路
線
に
つ
い
て
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ

て
更
に
乗
客
が
減
少
し
、
経
営

体
力
が
奪
い
続
け
ら
れ
て
い
る

と
い
う
状
況
だ
」
と
の
認
識
を

示
し
、
「
赤
字
路
線
の
持
続
性

は
喫
緊
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。
地
方
、
特
に
過
疎
地
域
に

お
け
る
鉄
道
事
業
の
状
況
に
つ

い
て
大
臣
の
見
解
を
お
伺
い
し

た
い
」
と
国
の
ス
タ
ン
ス
を
問

う
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
松
本
剛
明
総

務
大
臣
は
、
「
鉄
道
を
始
め
地

域
の
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
伴
う
輸
送
人
員
減
少

に
よ
り
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
う

え
で
、
「
地
方
を
元
気
に
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
足

を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変
重
要

な
課
題
で
あ
る
」
と
地
域
公
共

交
通
の
重
要
性
に
言
及
し
た
。

さ
ら
に
は
、
「
総
務
省
と
し
て

は
、
国
土
交
通
省
な
ど
と
し
っ

か
り
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ま

た
地
方
公
共
団
体
を
支
え
る
立

場
と
い
う
の
も
し
っ
か
り
踏
ま

え
て
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持

確
保
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
に
関
す
る

政
策
を
推
進
す
る
立
場
の
総
務

大
臣
と
し
て
、
総
務
省
が
地
域

公
共
交
通
の
維
持
や
確
保
に
主

体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
旨
の
答

弁
を
行
っ
た
。

　

竹
詰
議
員
は
最
後
に
、
自
動

車
運
転
が
で
き
な
い
層
の
移
動

手
段
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
18
歳

未
満
の
方
と
か
運
転
免
許
を
持
っ

て
い
な
い
方
、
高
齢
者
の
方
は
、

鉄
道
が
な
い
と
移
動
手
段
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
。
公
共
交
通
の

一
つ
で
あ
る
路
線
バ
ス
も
、
路

線
数
が
少
な
い
、
あ
る
い
は
非

常
に
便
数
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
も
踏
ま

え
て
の
ご
検
討
を
是
非
お
願
い

し
た
い
」
と
重
要
な
指
摘
を
行

い
、
質
疑
を
締
め
括
っ
た
。

続
的
な
賃
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、

物
価
高
騰
へ
の
対
処
、
価
格
転

嫁
を
実
現
し
、
政
労
使
が
連
携

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
や
る
べ
き
こ

と
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
将
来

見
通
し
の
立
つ
よ
う
な
環
境
を

つ
く
る
べ
く
、
政
策
実
現
に
取

り
組
む
」
と
述
べ
た
。

　

質
疑
で
は
、
全
国
旅
行
支
援

制
度
の
運
用
に
係
る
課
題
等
が

あ
が
り
、
現
状
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
各

産
業
を
取
り
巻
く
フ
ェ
ー
ズ
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
Ｊ
Ｒ
連

合
は
今
後
も
３
産
別
の
共
同
行

動
を
展
開
し
、
必
要
と
す
る
政

策
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
12
月
15
日
、

航
空
連
合
・
サ
ー
ビ
ス
連
合
と

と
も
に
国
民
民
主
党
へ
の
要
請

行
動
を
行
い
、
各
産
業
の
現
状

や
課
題
、
必
要
と
さ
れ
る
政
策

等
を
説
明
し
た
。
国
民
民
主
党

か
ら
は
榛
葉
会
長
を
は
じ
め
、

国
会
議
員
・
秘
書
総
勢
15
人

が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
３
産
別
側
か
ら
「
全

国
旅
行
支
援
制
度
や
水
際
対
策

緩
和
等
に
よ
り
、
移
動
需
要
・

人
流
が
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、

各
産
業
の
ご
利
用
状
況
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
ず
、

企
業
の
経
営
体
力
が
低
下
し
長

期
債
務
が
増
大
。
回
復
に
は
相

当
な
期
間
を
要
す
る
」
旨
を
説

明
し
た
。
さ
ら

に
、
離
職
増
加

や
採
用
難
に
よ

り
人
財
不
足
に

陥
っ
て
い
る
こ

と
や
資
金
繰
り

に
窮
し
て
い
る

こ
と
等
を
述
べ
、

最
後
に
「
感
染

防
止
対
策
と
経

済
・
社
会
活
動

の
安
定
的
な
両

立
（
人
流
を
止

め
な
い
政
策
）」

と
「
息
の
長
い
支
援
の
必
要
性
」

を
訴
え
た
。

　

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎

代
表（
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
）

は
、
３
産
別
の
現
況
や
中
小
企

業
の
資
金
繰
り
の
厳
し
さ
、
中

長
期
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
理
解
を
示
し
つ
つ
、
「
継

　

２
０
２
２
年
12
月
16
日
、

与
党（
自
由
民
主
党
、
公
明
党
）

は
「
令
和
５
年
度
税
制
改
正
大

綱
」
を
決
定
し
た
。
同
日
に
国

交
省
が
発
表
し
た
税
制
改
正
概

要
に
よ
る
と
、
鉄
道
事
業
者
が

抱
え
る
人
口
減
少
な
ど
の
構
造

的
課
題
に
対
し
、
持
続
的
発
展

を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
『
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
投
資
促
進
税
制

の
見
直
し
・
延
長
』
、
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
の
事
業
構
造
を
見
直
し

競
争
力
を
回
復
す
る
取
り
組
み

と
し
て
『
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
再

構
築
を
実
現
す
る
た
め
の
特
例

措
置
の
拡
充
・
延
長
』
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
末
で
期
限

切
れ
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
連
合
が
「
交
通
重
点
政
策
２

０
２
２
」
に
掲
げ
要
望
し
て
き

た『
鉄
軌
道
事
業
者
が
所
得
し
た

新
造
車
両
に
係
る
特
例
措
置
』

『
鉄
道
用
車
両
の
動
力
源
の
用

途
に
供
さ
れ

る
軽
油
に
係

る
還
付
措

置
』『
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

に
よ
っ
て
取

得
し
た
資
産

に
係
る
特
例

措
置
』お
よ
び

『
耐
震
補
強

工
事
に
よ
っ

て
取
得
し
た

資
産
に
係
る

特
例
措
置
』

が
２
０
２
３

年
度
以
降
も

延
長
し
て
適

用
さ
れ
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

一
方
で
、
「
Ｃ
Ｎ
（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
投
資
促
進

税
制
」
に
つ
い
て
は
、
対
象
と

な
る
単
位
や
設
備
の
要
件
緩
和

を
要
望
し
て
い
た
が
、
〝
引
き

続
き
検
討
〞
と
な
り
今
回
の
改

正
は
見
送
ら
れ
た
。

　

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
各
単

組
や
関
係
機
関
と
協
力
し
税
制

改
正
要
望
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
き
た
。
本
年
４
月
に
は

国
交
省
鉄
道
局
へ
の
要
請
行
動

を
実
施
し
た
ほ
か
、
11
月
に
は

国
民
民
主
党
に
よ
る
税
制
改
正

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
要
望
を
行
う

と
と
も
に
、
交
運
労
協
を
通
じ

た
要
請
や
航
空
連
合
・
サ
ー
ビ

ス
連
合
と
の
３
産
別
に
よ
る
要

請
行
動
を
通
じ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

現
状
を
訴
え
理
解
と
協
力
を
求

め
て
き
た
。
今
回
公
表
さ
れ
た

内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望
が
概

ね
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

１
月
23
日
に
開
会
し
た
通
常

国
会
に
お
い
て
、
関
係
す
る
法

案
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
そ
の
動
向
に
注
視
し

て
い
く
。
併
せ
て
、
今
回
実
現

し
な
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
要
望
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業

の
持
続
的
成
長
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

貨物鉄産労に加入続く
～定期大会以降３人目～

　東海地区本部で働く仲間が「日貨労（Ｊ
Ｒ総連）」から脱退し、１月６日付で「貨
物鉄産労（ＪＲ連合）」へ加入することを
決断した。これで貨物鉄産労への新たな仲
間の加入は今年度３人目、2021年７月の同
労組定期大会以降、通算で13人目の加入と
なった。
　ＪＲ連合・貨物鉄産労は、国会議員や有
識者とともにＪＲ貨物の経営自立実現に向
けて取り組むほか、“北海道新幹線延伸に
伴う並行在来線問題”等の直面する課題に
ついても関係者とは綿密に意見交換を実施
している。
　政策活動に限らず、貨物鉄産労の役員に
は何でもご相談頂きたい。ＪＲ連合と貨物
鉄産労は、未加入者の皆さんからのアプロー
チを心待ちにしている。

ＪＲ連合８万５千人は、
この勇気ある決断に敬意を表し、
加入を心より歓迎します

ＪＲ連合８万５千人は、
この勇気ある決断に敬意を表し、
加入を心より歓迎します

与
党
が「
令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
」を
決
定

  

〜
Ｊ
Ｒ
産
業
の
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た

税
制
改
正
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
る
〜　

榛
葉
Ｊ
Ｒ
連
合
議
員
懇
会
長
・
竹
詰
参
議
院
議
員

国
会
で
Ｊ
Ｒ
連
合
の
交
通
政
策
課
題
に
つ
い
て
質
問

榛
葉
Ｊ
Ｒ
連
合
議
員
懇
会
長
・
竹
詰
参
議
院
議
員

国
会
で
Ｊ
Ｒ
連
合
の
交
通
政
策
課
題
に
つ
い
て
質
問

形
で
鉄
路

の
維
持
に

向
け
た
取

り
組
み
を

行
う
べ
き

で
あ
る
旨

の
主
張
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
に

３産別共闘 ～政党への要請行動 ~
【国民民民主党】

経済・社会活動の安定的な両立と
息の長い支援を

３産別共闘 ～政党への要請行動 ~
【国民民民主党】

経済・社会活動の安定的な両立と
息の長い支援を
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
12
月
16
日
〜

17
日
の
２
日
間
、
東
京
都
内
で

第
21
回
青
年
女
性
役
員
研
修

会
を
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

総
勢
35
人
の
受
講
生
が
参
加
し

た
。

　

今
回
は
３
産
別
共
闘
で
連
携

を
図
る
航
空
連
合
か
ら
、
松
本

状
と
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

続
い
て
、
産
別
の
研
修
会
な

ら
で
は
の
幅
広
い
見
識
を
得
る

べ
く
、
航
空
連
合
の
役
員
ら
と

と
も
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
航
空
連

合
か
ら
も
取
り
組
み
や
働
く
仲

間
の
職
種
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
組
合
活
動
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
悩
み
や
次

代
を
担
う
役
員
の
育
成
な
ど
、

共
通
す
る
課
題
を
共
有
し
、
相

互
に
理
解
を
深
め
合
っ
た
。

成
30
周
年
を
超
え
て
持
続
的
成

長
を
築
く
た
め
に
」
と
題
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
け
る
問
題
提
起

を
基
調
と
し
た
特
別
講
義
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
長
く
働

き
続
け
ら
れ
る
、
魅
力
あ
る
産

業
に
す
る
た
め
必
要
な
こ
と
」

や
「
青
年
女
性
役
員
・
組
合
員

と
し
て
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い

て
、
２
日
間
の
研
修
を
通
じ
て

気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
話
し
合
い
、
発
表
を
行
っ
た
。

　

研
修
会
を
終
え
、
参
加
者
か

ら
は
「
産
別
や
単
組
の
枠
を
超

え
た
横
の
繋
が
り
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
」「
も
っ
と
多
く
の

仲
間
に
も
参
加
し
て
欲
し
い
」

等
の
感
想
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
持
続
可
能
で

将
来
展
望
の
持
て
る
Ｊ
Ｒ
産
業

を
つ
く
る
べ
く
、
次
代
を
担
う

青
年
女
性
組
合
員
の
活
動
を
積

極
的
に
後
押
し
す
る
。

産
業
政
策
の
取

り
組
み
、
③
２

０
２
３
春
季
生

活
闘
争
に
臨
む

に
あ
た
っ
て
の

課
題
認
識
に
つ

い
て
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
労
働

組
合
が
〝
企
業

体
の
神
経
〞
と

も
言
え
る
機
能

を
強
化
す
べ
く

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

熱く語る荻山会長

第21回青年女性役員研修会
航空連合役員との意見交換を実施
共通する課題を共有

■
地
域
と
の
連
携
に
よ
る

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

　

状
況
を
視
察

魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
の

構
築
に
向
け
て
討
議

　株式会社ジェイアール東海髙島屋は、名古
屋駅直結のターミナルデパートとして「ジェ
イアール名古屋タカシマヤ」を運営しています。
　高い利便性を活かし2000年３月15日の開
業から着実に売上を伸ばし、2015年以降は
愛知県内・名古屋市内での地域一番店を継続
してきました。現在では、日本有数の百貨店
として店舗別の売上高では全国４位まで成長
しました。
　2017年４月には隣接するJRゲートタワー
にテナント構成の専門店街「タカシマヤゲート
タワーモール」、2021年７月には大名古屋ビ
ルヂング１・２階に時計専門の店舗「ジェイ
アール名古屋タカシマヤウオッチメゾン」、
2022年３月には岡崎市のイオンモール岡崎 挑戦と変化を繰り返し続け、本年度はコロナ

前の売上を超える見通しとなっています。
　ジェイアール東海髙島屋労働組合は結成
25年目となります。約900人が加入し、組合
員の代表として執行部27人を中心に諸活動
に取り組んでいます。コロナ禍で対面での活
動が制限される中、Zoomでのオンライン総対話
や組合専用LINEでのアンケートなど、活動
の原点である「組合員一人ひとりの声をしっ
かり聞く」という運営を続けています。今後
もグループ労組の一員としてご期待に添える
よう邁進いたします。共に頑張りましょう。

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
ジェイアール東海
髙島屋労働組合

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
第
28
回
定
期
大
会

グ
ル
ー
プ
の
健
全
な
発
展
と

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に

一
彦
副
事
務
局

長
、
又
吉
謙
副

事
務
局
長
を
は

じ
め
７
人
の
組

合
役
員
も
参
加

し
た
。

　

研
修
の
冒
頭
、

森
安
祐
貴
産
業

政
策
局
長
か
ら

政
策
活
動
、
相

良
夏
樹
組
織
局

長
か
ら
政
治
活

動
お
よ
び
組
織

課
題
に
関
す
る

講
義
を
行
い
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
現
　

翌
17
日
は
荻
山
市
朗
会
長
が

講
師
と
な
り
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
結

　
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
）

は
12
月
９
日
、
香
川
県
内
に
お

い
て
第
28
回
定
期
大
会
を
開
催

し
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
年

を
次
代
へ
の
起
点
に
据
え
、

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が

持
て
る
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

を
創
造
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
向
こ
う
一
年
間
の
活

動
方
針
を
満
場
一
致
で
確
認
し

会　
　

長　
　

大　

谷　
　
　

清
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

副
会
長　
　

寒　

川　

哲　

郎

（
四
国
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
労
）

　

  

同　
　

 　

山　

内　

智　

広

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
組
）

　

  

同　
　
　

 

三　

宅　

大　

介

（
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン
）

　

  

同　
　

 　

大　

黒　

久
美
子

（
四
万
十
の
宿
労
組
）

　

  

同　
　

 　

河　

野　

達　

也

（
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
開
発
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長　
　

中　

野　

圭　

司
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
大
谷

清
会
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
・

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
執
行
委
員
長
）

は
、
①
安
全
確
立
、
②
組
織
強

化
・
拡
大
、
③
２
０
２
３
春
季

生
活
闘
争
を
通
じ
た
グ
ル
ー
プ

全
体
の
労
働
条
件
向
上
に
つ
い

て
所
信
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
苦
し
い
時
に
こ
そ
労
働
組
合

の
存
在
意
義
や
価
値
が
問
わ
れ

る
。
社
会
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
加
盟
組
合
・
労
使

が
一
丸
と
な
っ
て
Ｊ
Ｒ
四
国
グ

ル
ー
プ
の
健
全
な
発
展
と
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
代
議

員
へ
呼
び
か
け
、
今
後
展
開
す

る
諸
活
動
に
対
し
、
よ
り
一
層

の
協
力
・
連
携
を
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
大
祐

事
務
局
長
と
鎗
光
俊
勝
労
働
政

策
局
長
が
出
席
。
挨
拶
に
立
っ

た
政
所
事
務
局
長
は
、
①
コ
ロ

ナ
禍
に
伴
う
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
た
対
応
、
②
地
域
公

共
交
通
政
策
を
は
じ
め
と
す
る

現
実
に
向
き
合
い
、
す
べ
て
の

労
使
で
「
人
財
へ
の
投
資
」
、

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

議
案
は
中
野
圭
司
事
務
局
長

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）
が
提
起
し
、

代
議
員
か
ら
は
「
２
０
２
３
春

季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
」

「
離
職
の
進
行
と
技
術
継
承
」

「
外
国
人
財
の
活
用
」
「
全
国

旅
行
支
援
制
度
の
延
長
」
等
に

つ
い
て
の
意
見
が
出
た
。
そ
の

後
、
中
間
答
弁
・
総
括
答
弁
を

経
て
、
全
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
最
後
に
新
役
員

体
制
が
確
立
さ
れ
、
大
谷
会
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し

た
。

大谷会長の音頭で団結がんばろう

航空連合からの参加者も含め闊達な意見交換

図
り
、
取
り
組
み
の
実
現
に

至
っ
た
。

　

西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
と
の

意
見
交
換
で
は
、
上
村
中
央
執

行
委
員
長
が
政
策
提
言
へ
の
理

解
を
求
め
た
の
に
対
し
、
西
脇

知
事
は
「
国
交
省
在
職
時
に
は

交
通
政
策
基
本
法
の
策
定
に
携

わ
っ
た
。
今
後
、
国
民
の
移
動

に
関
す
る
議
論
の
機
運
が
高
ま

る
と
想
定
す
る
が
、
ロ
ー
カ
ル

線
が
持
続
可
能
と
な
る
方
策
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
応

え
、
連
携
し
て
い
く
考
え
を
示

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
12
月
23
日
、
Ｊ

Ｒ
西
労
組
と
と
も
に
京
都
府
を

訪
問
し
、
交
通
政
策
に
関
す
る

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
は
宮
野
勇
馬
企
画
局

長
と
森
安
産
業
政
策
局
長
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
本
部
か
ら
は
上
村
良
成

中
央
執
行
委
員
長
、
羽
野
敦
之

書
記
長
、
川
端
準
一
総
務
・
財

政
・
政
策
部
長
、
さ
ら
に
京
都

地
本
お
よ
び
福
知
山
地
本
の
代

表
者
が
参
画
し
た
。
な
お
、
実

施
に
あ
た
っ
て
は
Ｊ
Ｒ
連
合
地

方
議
員
団
連
絡
会
に
所
属
す
る

梶
原
英
樹
京
都
府
議
が
調
整
を

　

交
通
政
策
課
と
の
意
見
交
換

で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
提
言
に

対
し
「
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
実
現
と
い
う
、
自
治
体

の
考
え
も
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
そ
の
う
え
で
、「
奈
良
線
複

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
府
民
ク
ラ
ブ
京
都

府
議
会
議
員
団
と
の
意
見
交
換

で
は
「
交
通
に
関
わ
る
課
題
に

つ
い
て
、
国
と
自
治
体
は
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
主

体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
、

上
下
分
離
な
ど
の
公
的
支
援
や
、

パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
利
便

性
向
上
、
四
国
新
幹
線
を
は
じ

め
基
本
計
画
路
線
を
見
据
え
た

新
幹
線
整
備
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

線
化
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
ロ
ー
カ
ル
線
の
利

用
促
進
策
な
ど
、
で
き

る
範
囲
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
一
方
で
、

府
の
区
域
を
越
え
る
広
域

の
支
援
に
は
国
の
関
与

と
財
政
支
援
が
肝
要
で
あ

る
」と
の
考
え
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
他
、
ロ
ー
カ

ル
線
に
関
す
る
協
議
状

況
や
、
北
陸
新
幹
線
計

画（
敦
賀
以
西
）の
課
題

　

京
都
府
と
の
意
見
交
換
後
、

奈
良
線
輸
送
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
う
ち
、
宇
治
川
橋
り
ょ
う

新
設
工
事
や
六
地
蔵
駅
改
良
工

事
の
状
況
を
視
察
し
た
。
京
都

府
や
沿
線
６
市
町
と
の
協
議
の

結
果
、
複
線
化
に
あ
わ
せ
て
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
駅
前
広

場
整
備
、
踏
切
除
却
、
河
川
改

修
等
を
一
体
で
進
め
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
と
地
域
に
よ
る
連
携
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
回
得
た
知

見
や
情
報
を
政
策
活
動
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
課

題
の
解
決
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、

「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
を
形
成

す
る
べ
く
、
関
係
機
関
と
の
対

話
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

内に食料品
店舗「ジェ
イアール名
古屋タカシ
マヤフード
メゾン岡崎」
を出店しま
した。新店
舗や名駅エ
リア以外へ
の出店など、ジェイアール名古屋タカシマヤフードメゾン岡崎

《ＪＲ四国連合 三役》

京
都
府
へ
の
自
治
体
訪
問
を
実
施

京
都
府
知
事
や
交
通
政
策
課
、
京
都
府
議

ら
と
交
通
政
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

西脇京都府知事をJR西労組の皆さんと共に囲んで


